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一人一人が、咲かせるべき《花》を持っている！

※京成「実籾駅」より駆け足で徒歩１分

「ゴールドショップ習志野」1階にて営業中！

【経営理念】
私たちは、常に『個』の想いに寄り添い、人と人との
≪１to１≫のかかわりを大切に育みます。

【実施事業】
就労継続支援 Ｂ型事業

企業等で就労することが困難な方々に対し、生産活動

や社会参加の機会を提供し、知識及び能力の向上の

ために必要な訓練等を行い、また、活動を通じて発生

した収益より賃金（工賃）をお支払いいたします。
＜所在地・連絡先＞

習志野市実籾１－４－１ ゴールドショップ習志野２３
電 話： ０４７－４０５－２０７７（平日９時～１８時）

メール： npo1to1@yahoo.co.jp

＜ホームページ＞

https://npo1to1.wixsite.com/website

＜１to１ について＞

平成20年3月、船橋市内で障がい者の方々の地域活動の

支援に携わっていた有志が集い、「地域に暮らす障がいを
持つ方々に日中活動や生活の場の提供に関する事業を行う
ことを通じて、社会的自立に寄与すること」を目的として掲げ、
NPO法人１to１は設立されました。

１to１という名称には、「障がいを持つ人もそうでない人も、
同じ地域社会の中で共に暮らす一人一人として、＜１対１＞

の関係を大切にしたい」という想いを込めています。

＜法人と「ぶろっさむ」の歩み＞

2008年 3月 １to１設立

船橋市内にてリサイクルショップ（福祉作業所）

を運営 しながら事業所開設準備にとりかかる。

2009年 1月 習志野市実籾の「ゴールドショップ習志野内」

に1部屋を借りて「ぶろっさむ」と命名。10代

～30代の知的障がいのある方々と共に、

地域の企業や個人よりお仕事をいただき、

ポスティングや除草、清掃作業などに取り組む。

2009年 6月 千葉県より指定を受け、就労継続支援B型事業
（定員20名）を開始。

「あくあ」（船橋市）と「ぶろっさむ」（習志野市）を
合わせた一体的運営でのスタート。

2014年 4月 ぶろっさむ 開設 （就労継続支援B型・定員20名）

作業スペースと定員を拡張し、単独事業所として
指定を受ける。

2017年11月 Aries 開設 （共同生活援助・定員6名）

船橋市内に法人最初のグループホームを設置。
「ぶろっさむ」からも数名の利用者が入居。

2019年 4月 1to1船橋くらしサポートセンター ささえ 開設
（生活介護事業所・定員20名）
重度障がい者の方のための日中活動の場として
船橋市咲が丘に新規事業所を設置。

実籾

ぶろっさむ

ここです！！

駐車場



・ 事業所番号 １２１０２００３９８ ☆ 店舗清掃、洗車作業等　【施設外就労】 ＜各種イベント＞ 

・ 事業形態 就労継続支援Ｂ型（非雇用型） ～近隣の複数の店舗・事業所にて実施しています。  ・ 社会研修・レクリエーション活動（２か月に１回～）

・ 利用定員 １日につき２０名 ☆ 配達（宅配）　【施設外就労】  ・ 宿泊旅行（年１回を予定）

・ 営業日 平日（月曜～金曜） ～千葉市内の営業所と契約し週2日・乳飲料をお届け。  ・ 地域行事や販売会などへの参加（有志を募って）

・ 営業時間 ９時～１８時まで ☆ 配達（施設・店舗等） ＜生活支援＞

・ サービス提供時間 ９時～１６時まで ～「広報習志野」を月2回、市内所定箇所へお届け。  ・ 健康の維持・管理に関する助言、通院同行など

・ 利用対象者　　 ☆ 除草／草刈り、清掃、荷物運び等  ・ 福祉サービスや制度の利用に関する相談援助

～個人宅から駐車場、団地の敷地、市民農園まで。  ・ 暮らしや住まいに関わる相談や生活品の購入支援

　 ☆ 地域情報誌やチラシの折り込み・ポスティング ＜就労支援＞

※現在は、知的障がいの方が約９割となっています。 ～習志野市・船橋市・八千代市・千葉市等実績多数。  ・ 身だしなみ、挨拶、マナー等に関する助言・指導

・ 平均年齢　　　３４.８才 （２０２２年１月現在） ☆ 内職加工（軽作業）  ・ 面談を通じた自己理解や履歴書等の作成支援

～近隣の業者様より定期的にお仕事を頂いています。  ・ ハローワークや企業面接、実習等への同行支援

・たとえ障がいがあっても、「適切な援助があれば、 　   

　地域の中でその人らしく働き・暮らすことができる  

　人たち」は決して少なくありません。しかし、現状は  

　そのような場や仕事と出会う機会が少ないために、

　力を持て余している人たちが大勢います。   

・また、２０歳を超えた障がい者の方は国民年金制度

　の障害基礎年金の支給を受けることが多いものの、

　家族の庇護を離れて経済的自立を果たすためには

　充分でなく、大人になってからも生活面や金銭面で

　家族に頼らざるを得ないのが実情です。

・そうした人たちの持っている力を引き出し、「働く喜び」

　「生きる喜び」を得る機会を用意することで、働き手が

　不足する地域の活性化に繋げ、誰もがその人らしく

　輝ける社会を実現したい。それが私たちの願いです。

　「まちのなかで働く」こと。
そして、
　「誰かを支える存在（＝大人）になる」こと。

　私たちがこれまでこだわってきたことです。

　就労継続支援B型事業に求められる主な役割は、

などですが、
　これらのことを通じて、私たちは、
ご本人たちの「はたらく」意欲や習慣の獲得、仲間づくり
等をお手伝いし、＜自己肯定感＞を育み、＜自信＞を
持てるようサポートしていくこと、つまり「生きる喜び」を
得るお手伝いをさせていただきたいと考えています。

地域の中で働く

事業所概要

私たちの願い

知的・精神・身体に障がい者のある方、

難病の方で、お住まいの市町村にて

サービスの支給決定を受けられた方

その他の支援について主な就労メニュー

ご利用にかかわる費用など
○ 利用を希望される際は、まずはお住まいの

地域の行政窓口等へご相談ください。

○ サービス利用に伴う自己負担額は、法令で

原則１割と定められていますが、軽減措置によ

り、ほとんどの方は実質０円での利用が可能で

す。

○ 食費・交通費などは実費負担となります。

①ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕

事）を通じた社会参加機会の提供

②労働に対する対価としての報酬（工賃）の支払い

③就労スキル向上のための訓練の提供


